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～虫刺され時の対応～ 
院長 三和 拓人 

今年は梅雨入りが遅く、まだまだ外で遊べるとあってか虫刺されの患者様が多いです。皆様勘違い

されているのですが、「虫に刺されたらすぐになんらかの処置をする」と早く治ります。やけどの

概念と一緒ですね。刺された後気づいても何も対応をしていなく、その後放置での後手後手になり

弊院受診する方が多いです。今月はこれからの時期に向けて虫刺されの症状や対策について述べて

いきたいと思います。 
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昔海外の学会で、インド人の先生と話した時、インドでは虫に刺されたら歯磨き粉を塗るそうです。

薬が流通しづらいインドで、おばあちゃんの知恵的なものなのでしょうかね。歯磨き粉の成分にも

よりますが、何もしないよりかはマシですよね。日本人の民度が下がる一方で、インド人は賢いな

ぁと思いました。 

 そして再掲になりますが、虫に刺されない努力をする事も大事です。 

 

虫刺されを防ぐには、虫を寄せ付けないようにする上記の対策をすると良いかもですね。 
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